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Vl-Il特性に主る皇室光灯の寿命の推定
中 谷 秀

On the Presurntion of the Life of the Fluorescent Lamp by 

the VI‘11. Characteri stics. 

夫

Hideo NAKATAN1 

Considering the effects of the surrounding temperature， frequency， a nd interterminal cap ・
-a citor， 1 ha ve re :çorted about the presumtion of the absolute life of the fluorescent l amp by 
the me asurements of the VI' 11 characteristics. 

1. 緒 雪­"，，0 
蛍光灯 の寿命推定に関 し て は ， 中村氏 の陰極線 条電圧 の 測 定が発表 さ れて い る 。 筆者 は 蛍光灯線

条電極端子の各種接続に よ る 焚流点灯|侍 の ラ シ プ電 圧 VIー ラ ンプ電 流 11 特性 の 差異が， 線条酸 化

物 の損耗度 に関係して い る こ rに注 目 し て ， 周囲温 度 の 校正に よ る VI--11特性 によっ て も ， 寿命 の

推定を な し う る こ と を 実験的に研究 し た の で報告す る 。 尚本実験に は マツダFL-20W蛍光灯 ， FBC

却， 12B型 の安定器 を 使 用 し た 。

2 . 実験及び 結 果。

(1 )， 蛍光灯灯管 の 線 条酸化物が 両端共一様に損耗した場合
に は ， 等価的に図-1 の(A)から(B) に 示 す 如 く ， 健全灯管
に直列に線 条抵抗R を 挿入 し た 回路に 置 換 さ れ る 。 図 中 のh.
s. は 陰極点 即 ち hot spot の 位 置 を 示 す 。
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R と し て は 図-l (C) に 示す直 流 に よ る 電圧V-電 流 I 特性
の灯管線条を 用 い る 。 a は灯管 の 線条1本 の V-1特性 を 示

z G，4-ýo'，-s し ， ふc， d， e は灯管線条を 種 々 の組合せに よ っ て ， 各電
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流値につ い て 近似的 に a の抵 図-1 (A) (B) 
抗値 の 2/3， 1/2， 1/3， 1/4 と な る 様に し た も ので あ る 。 そ こ で放電能
力不 能と な っ た 時 の 所謂絶対寿命の き た も の 及 び 2/3， 1/2 ， 1/3， 1/4寿
命が き た と き の 特性 を 表示す る た めに， Rを パ ラ メ ー タ に と っ て 周 囲
温度200 c で 図-l (B) の 回路で ， ス イ ッ チ S投入后約10分間経過后， ス ラ
イ ダッ ク S. D. を 調整 し て VI - 11特性を 求め る と 図-2 が え られ る 。
f はRを 挿入 し な い と き の も の で ， 健全灯管数本 に つ い て も 同 様 の結果
がえられた も の で あ る 。 こ こで 図-2 を寿命推定曲 線 と 呼び ， 周 囲 温度
200 cを 基準、温度 と 呼称す る 。

こ の 曲 線 の a は 厳密に は 陰極点電圧 と 陰極点 の存在範囲 の 線 条に ラ ン プ 電流 を 通じた と き の 電 圧 と
の差が誤差 に 入 る が， 一応 の 目 安 と し て 使用 し て 差支 え な い と 思わ れ る 。



そ し て a， b， c ， d ， e曲 線群とf 曲 線の各電流値 に つ い て ， v， 
v，の 差を 求め る と 図 - lCc) と 同 形 と なる こ と は ， アー ク 屯圧(Vi'

と ラ ンプ電流 の位相差が極め て 小 さ い こ と から説明 さ れ る 。 C :n 
位相角V は cos 伊豆0 .9〉 2 

(2)， 次に周間温度 に よ る 影響を 調べ る た め ， 健全灯管 を 恒温 3 
槽 に 入れ， 温度 を パ ラ ゴ
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メ ー タ に と っ て V ，-1， 

特性 を 求 め る と 図- 3

の 如くな り ， 電源電圧
Vsが95，......105V の範囲
で は直線的 で 平行移動
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図 -2
し た形になっ て い る 。
従 っ て ， こ の範囲 では基準温度へ の校正 が比較的 容易に行わ れ
る 。 図に は別報ゐ26 .80 c の と き の も の を 付記 し て あ る がよ く 合

致 し て い る 。 但 し ， 之 は 周 囲 温度10，......450c の範囲 を測定 し さ
〉
も

の で ， lO oc未満特 に水銀 と ア ノレゴ シ 及 ア ル ゴ ン のみの放電域に

つ い て は今 後実験 を 行い た い。 Vsが95"""'105V の範囲 は ，
プ電 流値 でいえば 0 .35，......0 .45A の範囲 に該当す る。

(3)， 起動装置に並 列 の 雑音防止 用 コ ン デ ン サ ー C の 変化

によ る v，-v，特性 は， 図-4に示す 如 く ， C と し て 防止放

果 のあ る 0 .006"""'0 .01u . F . の 範囲 で は 殆ん ど 影響が な く ，

Cを取付 け たま ま のV ，-I ，特性 で差支 え な い 。

0 .05u.F. に も な る と少し く 偏移す る の が みら れ る 。 電源周
波数の変動がV ，-I ，特性 に 及 ぼ す影響 は . 単相交流発電機
に よ り 55，......65c/s の範囲に つ い て ， 図- 5 に示す 如 く で 土

2 c/ s の 変動範

可 、 囲 で は 僅 少 で あ
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る と 考 え ら れ る 。 図-4

(4) ， 前述の(1 )(2) の 適 用 例 を 挙げ る と ， 同 種 の蛍光灯に つ

いて'2:rc で図ー 6 に 示 さ れ る
X のv，ーし特性がえ ら れ た と
き ， 之を 図-3に 併記 し て 之

と 内 挿法から求め た 2 í oc の曲
線F と を ラ ン プ電流0 . 35，......0.
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45Aの 範 囲で， 縦軸 に沿っ て

平行移動 し Fを 基準温度 の 曲 線， 即 ち 図- 2 のf と 一致さ せ る と X に 対

応 す る zが え ら れ る 。
次に図-2 と対照 し て 損耗度約10 % が 求 め ら れ る 。 中村氏 の 方法 に 依 り

求 め る と 約 7 % で あ っ て 概略 の 見 当 が えら れ た 。

(5)， ラ ン プ電圧及び ラ ン プ電流 の 実 効 値 聞 の 関係 は 前述の如 く で あ る が ， 瞬 時 値 に つ い て は1， = 0. 

4 A C R. M S. ) の と き の ラ ン プ。電圧切 線 条間電圧り ラ ン プ。電流々のオì/ ロ グ ラ ム を 図一 7 に 示
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す 。 図から1'Z に つ い て は ， 温度 の 上 昇 に 伴い陽極振動 の脈動数が増加 し て いるが， 全体 と し て 波
形 の 変化 は みら れ な い こ と ， c= O .OO 1�O . O 1u.F. の 範聞で は c= O の と き と 変ら な か っ たが ， c = 
0 . 05u. F. に な る と 波頭部 の変化が著 し く な る の と ， り は 陰極位相 に陽極振動 に 基づ く パ ノレ ス がみ
ら れ た 。 次 に ， 図- l (B) の1'1と損耗度 50 % の灯管 の そ れ は波尾部 が 上昇 し て い る 点 で共通 し て い
る こと， 及び後者 ベ予極位相 のり の 値 は か な り 高 く な っ て き て い る の がみられ た 。 周 波数 の 変化 に
よ る 波形の影響は別 報 に言及して あ る の で割愛した。

Vl 200C 損耗度50% û 200C lz =0.4A 
図-7

3. 結 論。

(1)， 灯管両端の線条の損耗度が均等なときは， 供試灯管の任意温度で測定したVt-It特性を図-

3 に よ り 基数温度に校正 し ， 図- 2 の寿命推定曲線に重ね合 せて寿命を推害ア る こ と が可能 で ある。
(2)， 灯管両端の線条の損耗度が不均等なときは， 電極構造の非対称の原因の他にラシプ電流に直

流 分 が 多 く 含 ま れ る こ と を 付言 し ， こ の こ と に 関 し て は 目 下検討 中 で あ る 。
(3)， 電源周波数， 雑音防止 用 コ シ デ シ ナ ー のVz- Iz特性 に 及 ぼす 影響 は 実 用 上無視しう る 。 又安

定器 の V- I 特性 に 関係 な く 同 ー の Vz-Iz特性がえられ る から 測定操 作 は 簡 易であ る 。
(4)， 蛍光灯 の VZ -1l特性 に は 封久ガ ス の圧力 ， 組成， 純度が影響 し ， 寿命推定曲線の作成 は統計

学的に取扱い処理されるべきもので， 今 回行っ た 実 測 回 数 は十分 と は言え ないが何 か の 御参考とな
れば幸いで あ る 。

最後 に ， 常に御指導を戴 く 上野 ・ 斉藤 (金〕 先 生 に深 く 感謝致 し ま す。
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